
【税制】応能負担による税制で持続可能な安心社会を！

⑤経済と税収の
好循環をつくる。
・様々な経済政策を併用。

①社会保障・福祉・年金・
医療・教育・子育て等への
予算を抜本的に増やす。

②生活中心、SDGsに沿った持続可能
な地球環境・社会形成に役立つ分野
への財政投融資を行う。
・兵器爆買い等、無駄な支出を削減し、上記施策に回す。

③若者をはじめ、働く人
の待遇改善、雇用の
安定と格差是正を図る。

・国の予算で率先して、社会保障従事者等の賃金改善
を行い、雇用環境の底上げを図る。
・最低賃金は全国一律とし、地方へ人を誘導する。

④個人の
購買力を
高め景気
回復を図る。

・庶民の懐を暖める経済政策で、実需
を増やし経済を回す。
・最低保障年金等の様々な給付によ
り、病気や老後の不安の少ない社会
とすることで、過度の貯蓄を不要とし、
安心して消費に回せる社会とする。
・雇用安定、社会保障拡充は、少子
化の歯止めともなり、将来の経済を支
える。

応能負担原則に逆行し、経済の悪循環を招く消費税率は下げる。

立憲野党連合政権の希望ある経済政策の提案（簡易版）

昔 現在 公正公平な税制改革の実施

応能負担原則の
税制で社会を支える

再配分政策を拡充
し安心社会を築く

ボクらの将来も安心

【使い方】暮らし中心の 好循環経済 をつくる

「99％のための経済政策フォーラム」運営委員会の提案です。論議の材料として下さい。（2020年3月8日 ver. 2-1）


